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平
成
19
年
第
４
回
定
例
会

は
、
12
月
７
日
か
ら
20
日
ま

で
の
14
日
間
で
開
か
れ
ま
し

た
。今

期
定
例
会
で
は
、
平
成

19
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例

の
一
部
改
正
、
総
合
計
画
基

◆
宇
陀
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

12
月
１
日
よ
り
一
般
病
床
を
３

０
０
床
か
ら
１
９
９
床
に
変
更
す

る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

第4回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

○
職
員
給
与
費
（
△
３，
７
１
４
万

９
千
円
）

○
臨
時
・
非
常
勤
賃
金
（
△
１，
５

０
０
万
円
）

○
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
（
７，
０

０
０
万
円
）

○
農
林
会
館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工

事
（
１，
５
０
０
万
１
千
円
）

○
分
収
造
林
育
成
事
業
補
助
金

（
１，
３
５
１
万
８
千
円
）

○
宇
陀
市
白
地
図
作
成
業
務
（
４

２
２
万
３
千
円
）

○
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

業
務
（
△
５
９
８
万
５
千
円
）

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
業
務
委
託

（
△
４
２
０
万
円
）

○
小
・
中
学
校
非
常
勤
賃
金
（
△

３
９
０
万
円
）

○
集
会
所
改
修
工
事
（
７
８
１
万

円
）

○
治
山
施
設
災
害
復
旧
費
（
３，
５

０
０
万
１
千
円
）

○
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

◆
宇
陀
市
水
道
事
業
に
従
事
す
る

企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正雇
用
保
険
法
及
び
地
方
公
務
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
の
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改

正消
防
団
組
織
の
再
編
に
伴
い
、

消
防
団
の
名
称
を
宇
陀
市
消
防
団

と
す
る
こ
と
や
そ
の
区
域
を
宇
陀

市
全
域
と
す
る
こ
と
、
定
員
を
１，

２
０
０
人
と
す
る
こ
と
等
の
た
め

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
宇
陀
市
公
民
館
条
例
、
宇
陀
市

社
会
体
育
施
設
条
例
、
宇
陀
市

榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例
、
宇

陀
市
室
生
振
興
セ
ン
タ
ー
条
例
、

宇
陀
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
条
例
、

宇
陀
市
室
生
高
齢
者
等
ふ
れ
あ

い
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
、
宇
陀
市
室
生
屋
内
山
村

広
場
条
例
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
慎

重
な
審
議
が
必
要
で
あ
る
と
し

て
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

（
５
７
９
万
９
千
円
）

○
農
業
災
害
復
旧
費
（
△
２，
２
９

４
万
１
千
円
）

◆
宇
陀
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

国
保
連
合
会
へ
支
払
う
べ
き
高

額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
と
保

険
財
政
安
定
化
事
業
拠
出
金
の
不

足
額
３，
１
７
０
万
１
千
円
の
増
額

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
39
億

９，
６
０
０
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◆
宇
陀
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

落
雷
被
害
に
よ
る
各
浄
水
場
の

機
器
修
繕
費
用
等
に
よ
る
１，
３
６

８
万
４
千
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
予
算
総
額
は
、
１
億
１，
１
７
８

万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

眼
科
医
療
機
器
の
購
入
に
よ
る

３
０
０
万
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
資
本
的
支
出
額
は
３
億
１，
９
４

４
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成
１９

年
７
月
発
生
の
災
害
復
旧
事
業
費

関
連
、
国
・
県
補
助
の
内
示
に
伴

う
事
業
及
び
市
立
病
院
会
計
へ
の

繰
出
金
な
ど
で
、
１
億
１
４
０
万

６
千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予

算
総
額
は
１
９
３
億
１，
８
６
８
万

２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
（

）
内
は
予
算
額

○
議
員
報
酬
等
（
△
４
６
４
万
円
）

○
退
職
手
当
組
合
特
別
負
担
金

（
３，
３
０
０
万
円
）

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
い
、
育
児
短
時

間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
が
行
わ
れ
、
国
家

公
務
員
の
「
一
般
職
の
給
与
に
関

す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
、
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
生
涯
学
習
施
設
条
例
の

一
部
改
正

◆
宇
陀
市
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ

ン
タ
ー
ぬ
く
森
の
郷
条
例
の
一

部
改
正

◆
宇
陀
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
等

設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
「
農
林
会
館
」
条
例
の
一
部

改
正

◆
宇
陀
市
菟
田
野
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
「
農
林
セ
ン
タ
ー
」

条
例
の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
菟
田
野
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
松
山
地
区
ま
ち
な
み
ギ

ャ
ラ
リ
ー
条
例
の
一
部
改
正

各
施
設
の
施
設
使
用
料
等
を
変

更
す
る
た
め
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

条
例
改
正
な
ど

そ
の
他

本
構
想
の
策
定
な
ど
の
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
会

で
の
審
議
の
結
果
、
一
部
を

除
い
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

主
な
審
議
の
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

予
算
関
係

◆
宇
陀
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
◆
宇
陀
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
宇
陀
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
基
に

総
合
計
画
審
議
会
で
審
議
、
答
申

さ
れ
た
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策



体
が
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を

組
織
、
活
動
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

警
察
官
の
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
も
定
期
的
な
巡

回
指
導
を
し
て
い
る
。
市
民
の
協

力
に
よ
り
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

と
し
て
、
緊
急
時
の
避
難
場
所
を

設
け
て
お
り
、
行
政
・
民
間
が
連

携
を
保
ち
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
凍
結
・
積
雪
時
の
対
策
と
し

て
融
雪
剤
を
購
入
し
、
凍
結
時
に

教
職
員
が
散
布
し
て
い
る
。
安
全

対
策
に
限
り
は
な
く
、
今
後
も
学

校
・
地
域
・
行
政
・
警
察
が
連
携

し
て
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
く
。

遊
休
施
設
・
学
校
跡
地
利
用

に
つ
い
て

他
の
用
途
へ
の
転
用
の
決
ま

っ
た
学
校
施
設
は
16
施
設
、

確
定
し
て
い
な
い
施
設
は
８
施
設

あ
り
、
現
在
転
用
が
確
定
し
て
い

て
も
事
業
化
で
き
て
い
な
い
施
設

も
含
め
、
地
域
で
体
育
施
設
や
公

民
館
的
な
利
用
が
さ
れ
て
い
る
。

日
常
の
草
刈
等
は
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
市
で
管
理
を
行
っ
て

い
る
。
活
用
の
予
定
の
な
い
一
部

の
施
設
の
多
く
は
地
域
事
務
所
に

お
い
て
一
般
的
な
管
理
の
み
を
行

っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
有
効
活
用

す
べ
き
部
分
も
残
っ
て
お
り
、
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

既
取
得
者
の
意
見
を
参
考
に
市
と

し
て
の
独
自
性
、
地
域
性
を
活
か

し
た
支
援
策
を
行
い
、「
有
機
の
宇

陀
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
魅
力
あ
る

営
農
集
落
を
実
現
し
て
い
く
。

宇
陀
市
立
病
院
建
設
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

合
併
の
最
重
点
施
策
で
あ
る

病
院
建
設
に
伴
う
設
計
業
者

の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
特
殊
で

複
雑
な
要
素
を
も
っ
た
設
計
業
務

で
あ
り
、
技
術
力
や
実
績
、
問
題

点
の
解
決
方
法
、
対
応
姿
勢
な
ど

を
評
価
し
、
最
も
適
し
た
内
容
を

選
択
す
る
技
術
提
案
方
式
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し

て
い
る
が
、
宇
陀
の
地
域
性
、
気

候
、
風
土
、
自
然
環
境
に
調
和
し
、

工
事
期
間
中
の
療
養
環
境
の
確
保

な
ど
を
重
視
し
て
決
定
し
た
。
そ

の
審
査
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
予
定
で
あ
る
。
財
源
に
つ

い
て
は
公
営
企
業
債
や
合
併
特
例

債
等
を
活
用
し
、
経
費
の
圧
縮
に

努
め
、
可
能
な
限
り
事
業
費
を
抑

え
、
議
会
や
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
反
映
し
、
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
公
的
病
院
の
性
格
を
生
か
し

た
地
域
医
療
を
担
う
病
院
を
作
り

上
げ
た
い
。

子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

通
学
時
の
安
全
確
保
の
為
、

行
政
と
民
間
合
わ
せ
て
８
団

◆
人
権
擁
護
委
員

任
期
満
了
と
な
る
た
め
後
任
の

委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
中
井
陽
子
氏
（
大
宇
陀
区
守
道
）

○
葛
城
芳
樹
氏（
菟
田
野
区
下
芳
野
）

○
北
森
芳
昌
氏（
室
生
区
三
本
松
）

○
竹
田
浩
人
氏（
菟
田
野
区
平
井
）

○
中
尾
輝
子
氏（
菟
田
野
区
宇
賀
志
）

は
財
政
の
裏
付
け
が
無
い
と
実
現

せ
ず
、
予
算
編
成
の
状
況
に
合
わ

せ
て
実
施
計
画
を
策
定
し
、
毎
年

調
整
を
図
っ
て
実
施
し
て
い
く
。

宇
陀
市
の
農
業
対
策
と
有
機

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

水
稲
の
転
作
作
物
を
市
で
18

品
目
を
設
定
し
、
県
等
の
技

術
支
援
も
得
な
が
ら
、
産
地
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

認
定
農
業
者
や
中
核
農
業
者
、
担

い
手
バ
ン
ク
登
録
者
の
ご
協
力
も

得
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
12
月
に
は
鳥
獣
被

害
防
止
特
別
措
置
法
が
成
立
し
、

こ
れ
を
最
大
限
に
生
か
し
て
更
な

る
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。
ま
た
、
有
機
野
菜

へ
の
消
費
者
の
関
心
は
非
常
に
高

く
、
農
地
や
水
を
守
る
共
同
活
動

や
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
取
得
集
落

に
支
援
を
し
て
お
り
、
更
に
上
の

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得
者
を
増
や
す
為
、
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定
に
つ
い
て
、
議
会
で
の
審
議
の

結
果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と

大
宇
陀
区
岩
室
地
内
の
国
道
１

６
６
号
の
歩
道
の
路
面
陥
没
に
よ

り
、
打
撲
負
傷
し
た
事
故
に
つ
い

て
相
手
方
と
和
解
し
、
損
害
賠
償

額
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定

平
井
集
会
所
を
管
理
す
る
指
定

管
理
者
と
し
て
平
井
地
区
自
治
会

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
奈
良
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
、
規
約
の
変
更
及
び
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
増
加
に
つ
い
て

◆
奈
良
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

の
解
散
に
つ
い
て

◆
奈
良
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

の
解
散
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ

い
て

◆
奈
良
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

◆
奈
良
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

◆
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

人
事
関
係

次
の
２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

◆
民
法
７
７
２
条
の
嫡
出
推
定
に

関
す
る
運
用
の
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書

◆
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体

制
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答

の
要
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

宇
陀
市
総
合
計
画
と
宇
陀
市

10
年
が
歩
む
町
づ
く
り
に
つ

い
て

過
疎
化
が
進
み
、
限
界
集
落

の
危
惧
さ
れ
る
地
区
も
あ
る

中
、
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
て

定
住
人
口
の
減
少
緩
和
と
交
流
人

口
の
増
加
を
図
り
、
均
衡
あ
る
発

展
の
為
、
バ
ス
廃
止
路
線
の
対
策

や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
の
整
備
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
安
全
安
心
に
暮

ら
し
続
け
た
い
、
住
み
続
け
た
い

と
感
じ
ら
れ
る
住
環
境
の
整
備
、

地
域
の
再
生
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
地
域
の
絆
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
更
に
行

財
政
改
革
を
推
進
し
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
、
住
民
と
の
協
働
で
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。
総
合
計
画



旧
伊
那
佐
小
学
校
の
跡
地
活

用
に
つ
い
て

旧
榛
原
町
時
代
の
学
校
再
編

に
よ
っ
て
、
廃
校
と
な
っ
た

施
設
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
当
該

校
区
民
の
意
向
を
最
優
先
す
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
２
カ

年
経
過
し
よ
う
と
し
た
段
階
で
、

伊
那
佐
小
学
校
区
連
合
自
治
会
よ

り
「
跡
地
利
用
の
要
望
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
受

け
て
市
の
内
部
で
検
討
会
を
設
置

し
、
早
期
に
地
域
や
宇
陀
市
の
財

政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

小
学
校
の
体
力
低
下
の
問
題

に
対
し
て
、
宇
陀
市
と
し
て

今
後
の
対
策
と
は

現
在
の
子
ど
も
の
親
の
世
代

で
あ
る
30
年
前
と
比
べ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
体
力
テ
ス
ト
項
目
で

下
回
っ
て
お
り
、
体
を
動
か
す
能

力
の
低
下
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

学
力
に
比
べ
体
力
の
基
本
的
な
素

地
と
な
る
外
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
の

重
要
性
は
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

り
、
生
活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
、

体
を
動
か
す
機
会
も
減
っ
て
い
る
。

現
在
提
唱
さ
れ
て
い
る
「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
飯
」
を
実
践
し
、
よ
く

食
べ
、
よ
く
動
き
、
よ
く
寝
る
調

和
の
と
れ
た
生
活
が
有
効
で
あ
る
。

今
後
も
各
種
体
力
測
定
を
実
施
し
、

実
態
を
把
握
し
て
総
合
的
に
分
析

し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
体
力
に
必

要
な
方
策
を
講
じ
た
い
。

平
成
19
年
度
宇
陀
市
に
お
け

る
行
政
改
革
、
財
政
改
革
の

概
要

財
政
が
厳
し
い
中
、
市
営
住
宅

や
水
道
等
各
種
使
用
料
の
徴

収
強
化
、
手
数
料
の
適
正
化
、
市

有
財
産
の
売
却
、
勧
奨
退
職
の
対

象
年
齢
引
き
下
げ
や
人
件
費
の
削

減
、
給
食
セ
ン
タ
ー
等
施
設
機
構

の
統
廃
合
、
維
持
管
理
経
費
等
の

節
減
、
各
種
補
助
金
の
削
減
、
郵

便
入
札
等
談
合
防
止
の
取
り
組
み
、

各
種
委
託
料
の
見
直
し
、
職
員
で

で
き
る
も
の
は
職
員
で
行
う
な
ど

全
庁
あ
げ
て
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
市
民
の
皆
様
に

広
報
等
で
周
知
し
、
深
い
理
解
を

頂
き
な
が
ら
、
今
後
も
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

宇
陀
市
に
点
在
す
る
観
光
施

設
を
つ
な
ぐ
動
線
設
定
に
つ

い
て

宇
陀
市
を
拠
点
に
東
吉
野
、

曽
爾
、
御
杖
も
含
め
た
自

然
・
歴
史
・
文
化
財
・
温
泉
・
農

産
物
・
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

為
鉄
道
や
バ
ス
会
社
と
連
携
し
、

主
要
観
光
ル
ー
ト
や
宇
陀
温
泉
郷

な
ど
目
的
別
観
光
ル
ー
ト
を
設
定

し
、
広
域
的
な
観
光
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
観
光
受
益

者
や
地
域
住
民
の
深
い
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
観
光
産
業
の
基

盤
と
な
る
観
光
関
連
組
織
の
強
化

を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
観
光
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

宇
陀
市
と
宇
陀
郡
（
曽
爾

村
・
御
杖
村
）
の
合
併
に
つ

い
て

曽
爾
、
御
杖
村
で
も
独
自
に
村

議
会
で
合
併
を
検
討
す
る
委

員
会
を
作
る
な
ど
の
動
き
も
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
観
光
ル
ー
ト
を

作
る
な
ど
、
広
域
行
政
に
つ
い
て

も
曽
爾
村
、
御
杖
村
と
共
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
経
緯
と
し
て
、
６
町
村

で
の
合
併
協
議
を
進
め
て
き
た
も

の
の
、
事
情
が
あ
っ
て
曽
爾
、
御

杖
村
が
離
脱
し
、
改
め
て
４
カ
町

村
で
合
併
協
議
を
進
め
、
今
日
の

宇
陀
市
が
誕
生
し
た
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
意
向

を
十
分
配
慮
し
、
議
会
や
市
民
の

皆
様
方
と
よ
く
相
談
を
し
て
進
め

て
い
き
た
い
。

総
務
省
の
新
型
地
方
交
付
税

の
導
入
に
よ
り
予
見
可
能
性

を
高
め
る
観
点
か
ら
簡
素
に
変
動

額
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
と
の
事
。

当
市
の
状
況
は

地
方
交
付
税
改
革
の
一
環
と

し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
新

型
交
付
税
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
制
度
導
入
の
趣
旨
は
算
定
方

法
の
抜
本
的
な
簡
素
化
と
予
見
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
の
中
長
期
的
な
財
政

計
画
を
立
て
や
す
く
す
る
為
に
も
、

複
雑
な
算
定
方
式
を
算
定
項
目
の

削
減
や
人
口
と
面
積
に
よ
る
算
定

方
法
を
導
入
し
、
簡
略
化
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
当
市

で
は
微
増
と
な
る
が
、
依
然
厳
し

い
財
政
状
況
に
は
変
わ
り
な
く
慎

重
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

地
方
財
政
の
厳
し
さ
増
す
中

で
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

住
民
に
わ
か
り
や
す
く
さ
ら
に
情

報
を
開
示
し
、
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
財
政
の
改
善
健
全
化
の
推

進
の
取
り
組
み
を

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
の
広
報
誌
を
通
じ
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
公
開
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は

あ
る
が
、
引
き
続
き
行
政
改
革
を

推
進
し
、
慎
重
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

当
市
の
各
区
学
校
に
お
け
る

耐
震
補
強
、
情
報
教
育
、
ク

ラ
ブ
活
動
指
導
等
の
格
差
は
ど
う

な
の
か

市
内
の
小
中
学
校
に
は
耐
震

化
の
２
次
診
断
が
必
要
な
建

物
も
あ
り
、
早
期
に
着
手
し
て
い

き
た
い
。
学
校
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
使
用
し
た
授
業
等
も
導
入

し
て
お
り
、
最
新
の
機
器
を
生
徒

数
に
見
合
っ
た
形
で
設
置
す
る
の

は
難
し
い
が
、
財
政
を
見
据
え
て

年
次
的
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

ク
ラ
ブ
活
動
で
指
導
者
が
不
在
の

部
に
、
県
の
運
動
部
活
動
わ
く
わ

く
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
短
期
間
、

指
導
者
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
活

性
化
を
図
る
な
ど
将
来
を
担
う
青

少
年
の
育
成
の
為
教
育
諸
条
件
の

整
備
に
い
っ
そ
う
努
力
し
て
い
く
。

松
山
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
に
お
け
る
町
並
み
保
存

に
つ
い
て

大
宇
陀
区
の
松
山
地
区
は
城

下
町
か
ら
商
家
町
と
し
て
発

展
し
、
町
家
や
石
垣
な
ど
が
歴
史

的
風
致
を
伝
え
る
町
並
み
と
し
て

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
選
定
を
受
け
た
。
市
と
し
て
保

存
・
整
備
に
取
り
組
み
、
町
並
み

の
価
値
の
回
復
、
向
上
を
図
っ
て

い
る
が
、
一
方
で
約
40
件
の
空
き

家
が
あ
る
。
松
山
の
町
家
で
住
み

た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、

希
望
者
と
提
供
者
を
つ
な
ぐ
シ
ス

テ
ム
作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

旧
大
宇
陀
町
で
購
入
し
た
観
光
駐

車
場
用
地
は
、
県
の
ア
ニ
マ
ル
パ

ー
ク
の
駐
車
場
と
し
て
の
計
画
も
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も
重
要
で
あ
る
。
現
在
進
行
中
の

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
整
備
で
は
市
全
域
に
高

速
情
報
通
信
網
を
整
備
し
、
自
主

放
送
で
迅
速
な
行
政
情
報
の
伝
達
、

地
域
の
活
性
化
を
行
う
。
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
よ
り
住
ん
で
よ
か

っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
安
全
、
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
で
も
高
齢
化
が
進
む
中
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
為
の

健
康
相
談
の
充
実
な
ど
、
地
域
全

体
で
高
齢
者
を
支
え
る
住
み
や
す

い
ま
ち
を
目
指
す
。
市
立
病
院
で

は
、
市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
べ
く
救
急
診
療
な
ど
可
能
な
限

り
市
民
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
い
る
。（
救
急
診
療
に
つ

い
て
は
入
院
患
者
様
の
処
置
や
救

急
患
者
様
が
運
ば
れ
処
置
を
行
っ

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
や
む
を
得

ず
市
民
の
方
々
の
要
請
に
お
答
え

で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。）
市
民
の
危

機
管
理
、
自
主
防
災
意
識
を
高
め
、

災
害
弱
者
の
避
難
誘
導
も
含
め
た

各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動

市
有
地
無
断
占
有
の
対
策
と

し
て
、
再
三
に
わ
た
り
面
談

を
重
ね
る
と
共
に
、
文
書
に
よ
る

指
導
、
警
告
を
行
っ
て
き
た
。
不

法
占
拠
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
引
き
続
き
口
頭
指

導
、
文
書
に
よ
る
警
告
を
重
ね
、

事
態
の
収
拾
に
努
力
し
、
今
後
も

粘
り
強
く
説
得
を
続
け
、
原
状
回

復
に
向
け
て
取
り
組
む
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

い
じ
め
は
集
団
の
中
で
誰
で

も
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
あ
り
、
子
ど
も
が
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
ら
、
そ
れ
を
い

じ
め
と
理
解
す
る
と
い
う
考
え
方

で
、
い
じ
め
の
撲
滅
の
為
に
、
道

徳
、
学
級
活
動
等
の
時
間
に
い
じ

め
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た

り
、
学
校
現
場
で
他
者
の
良
さ
を

発
見
し
、
協
同
す
る
こ
と
の
尊
さ

を
体
感
さ
せ
る
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
る
。
学
校
や
保
護
者
か
ら
い

じ
め
等
の
訴
え
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
重
大
な
事
件
と
認
識
し
、
い

じ
め
は
い
じ
め
る
側
に
１
０
０
％

の
責
任
が
あ
る
と
捉
え
、
小
さ
な

サ
イ
ン
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
万

全
の
対
応
を
期
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。高

齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

益
々
求
め
ら
れ
る
“住
み
や
す

さ
”

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
児
童
の

教
育
環
境
を
よ
り
よ
く
す
る
為
に

も
、
他
区
の
再
編
経
過
を
参
考
に

し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
意
見

を
十
分
に
聞
き
な
が
ら
、
早
急
に

学
校
再
編
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
力
テ
ス
ト
は
学
習
環
境
や
教
育

の
改
善
策
を
図
る
為
に
も
来
年
度

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

再
度
、
市
営
住
宅
の
問
題
点

と
改
善
策
に
つ
い
て

無
届
け
の
増
改
築
は
全
て
違

法
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

届
出
が
さ
れ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
事

案
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
認
め
ら

れ
な
い
事
案
に
は
、
入
居
者
の
理

解
を
得
な
が
ら
、
条
例
に
照
ら
し

慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。
滞
納
対

策
で
は
、
そ
の
生
活
の
実
情
を
見

極
め
、
生
活
を
圧
迫
し
な
い
よ
う

納
付
計
画
を
立
て
、
分
納
に
よ
り

徴
収
し
て
い
る
。
ま
た
、
駐
車
場

が
設
置
さ
れ
た
経
緯
は
各
区
に
相

違
が
あ
り
、
そ
の
内
容
の
整
理
、

関
係
者
と
の
協
議
等
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
な
お
、
改
良
住
宅
に
つ

い
て
は
、
合
併
協
議
で
も
家
賃
等

の
統
一
化
を
図
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
制
度
や
過
去
の
経
緯
も
踏

ま
え
て
、
改
善
す
べ
き
は
改
善
し

て
い
く
。

信
頼
回
復
へ
の
市
有
地
無
断

占
有
の
対
策
に
つ
い
て

あ
り
、
関
係
課
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問

題
点
と
対
応
に
つ
い
て

平
成
20
年
４
月
か
ら
75
歳
以

上
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
が
始
ま

る
。
国
保
に
準
じ
た
低
所
得
者
へ

の
軽
減
措
置
や
、
元
社
会
保
険
被

扶
養
者
へ
の
２
年
間
の
激
変
緩
和

措
置
が
あ
る
。
滞
納
対
策
で
資
格

証
明
書
の
制
度
は
あ
る
が
、
市
で

納
付
相
談
等
を
行
い
、
事
情
を
適

正
に
把
握
し
、
実
態
に
即
し
た
対

応
を
す
る
。
ま
た
疾
病
を
早
期
発

見
し
、
将
来
の
医
療
費
を
抑
制
す

る
為
に
も
健
康
診
査
は
重
要
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

委
託
を
受
け
、
市
が
広
報
等
で
市

民
に
周
知
し
健
康
診
査
を
実
施
し

て
い
く
。

大
宇
陀
区
の
小
学
校
統
合
計

画
と
学
力
テ
ス
ト
の
活
用
に

つ
い
て若

い
世
代
の
人
口
流
出
と
出

生
率
の
低
下
に
よ
り
、
就
学

児
童
が
激
減
し
て
お
り
、
大
宇
陀

区
の
４
小
学
校
に
つ
い
て
も
適
正

な
規
模
と
配
置
、
教
育
環
境
の
整

備
の
為
大
宇
陀
区
小
学
校
再
編
検

討
懇
話
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

現
段
階
で
は
、
再
編
の
時
期
や
再

編
後
の
校
数
な
ど
具
体
的
な
こ
と

5 広報うだ　2008.3

議員の酒気帯び運転について（お詫び）

去る12月20日夜、当市議会議員が宇陀市内の市道上
において酒気帯びで原付バイクを運転し、宇陀警察署
から事情聴取を受けました。
これにより、12月27日付で議員を辞職しました。
一昨年に公務員の飲酒運転が原因で、尊い命が奪わ

れるという痛ましい事故が発生し、飲酒運転の事故危
険性が再三にわたって指摘され、当市議会においても、
飲酒運転にかかる綱紀粛正を徹底してまいりました。
しかしながら、このような事態を招いたことは、当市
並びに市議会のイメージを内外に大きく損なうもので
あるとともに市民から負託を受け、自らの行動を厳し
く律することはもとより、率先して規範を示すべき立
場にある市議会議員の行為として、市議会の信頼を著
しく失墜させ、市民の期待に背く結果となり、深くお
詫び申しあげます。
今後、交通安全はもとより、飲酒運転撲滅に取り組

むとともに議員としての更なる自覚と規律の徹底を行
い、信頼回復に努めてまいる所存であります。

<宇陀市議会>
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ふ
れ
あ
い
講
演
会
開
催

１
月
20
日
、
室
生
振
興
セ
ン
タ

ー
で
「
ふ
れ
あ
い
講
演
会
」（
宇
陀

市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

開
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

津
軽
三
味
線
奏
者
の
ビ
ガ
リ
ー
さ

ん
（
室
生
区
出
身
）
に
よ
る
、
楽

し
い
ト
ー
ク
と
素
晴
ら
し
い
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
講
師
に
落
語
家

の
桂
才
賀
さ
ん
を
迎
え
「
子
ど
も

を
叱
れ
な
い
大
人
た
ち
へ
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

桂
さ
ん
は
、
少
年
院
篤
志
面
接

委
員
を
務
め
ら
れ
、
全
国
の
少
年

院
を
訪
問
し
て
青
少
年
と
の
心
の

触
れ
合
い
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
井
地
区
集
会
所
が

竣
工

昨
年
６
月
か
ら
工
事
を
行
っ
て

い
た
平
井
地
区
集
会
所
（
菟
田
野

区
）
が
完
成
し
、
１
月
16
日
に
前

田
市
長
は
じ
め
関
係
者
の
出
席
の

も
と
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
建
設
地
は
、
国
の
農
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
で
設
置
し
た

農
村
公
園
（
地
元
自
治
会
の
所
有

地
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
地
元
か
ら
集
会
所
建
設
の

要
望
を
受
け
、
こ
の
た
び
集
会
所

竣
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

同
集
会
所
は
、
木
造
平
屋
建
て

（
建
築
面
積
１
１
６
平
方
メ
ー
ト

ル
）
で
、
多
目
的
集
会
室
、
談
話

室
、
調
理
室
な
ど
が
完
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
集
会
所
を
拠
点

と
し
て
、
平
井
地
区
に
お
け
る
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や

生
涯
学
習
活
動
の
推
進
へ
の
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

11
月
23
日
、「
若
者
自
立
支
援
フ

ォ
ー
ラ
ム
」（
厚
生
労
働
省
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
学
校
法
人
神
須
学

園
が
若
者
自
立
支
援
功
労
団
体
等

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
彰
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
若
者
の
職
業
的

自
立
の
実
現
に
関
し
、
顕
著
な
功

績
が
認
め
ら
れ
た
団
体
等
に
対
し

て
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

学
校
法
人
神
須
学
園
は
、
昭
和

59
年
よ
り
職
業
教
育
の
充
実
・
発

展
に
努
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
17

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

年
に
は
室
生
区
の
旧
西
谷
小
学
校

跡
地
を
活
用
さ
れ
、
若
者
自
立
塾

「
室
生
館
」
を
設
立
、
職
業
的
自
立

を
目
指
す
若
者
た
ち
に
生
活
訓

練
・
労
働
体
験
・
資
格
取
得
な
ど

を
行
い
、
多
く
の
若
者
を
自
立
へ

と
導
か
れ
て
い
ま
す
。

モ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ン
Ｉ
Ｎ

室
生

１
月
26
日
、
今
回
３
回
目
と
な

る
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ン
Ｉ
Ｎ
室
生
」

（
市
陸
上
競
技
協
会
主
催
）
が
新
春

の
室
生
湖
畔
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
榛
原
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
」
と
「
室

生
バ
ス
タ
ー
ズ
」
の
少
年
野
球
チ

ー
ム
な
ど
も
参
加
し
て
、
体
い
っ

ぱ
い
朝
日
を
浴
び
な
が
ら
楽
し
く

走
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
体
育
協
会
室
生
支

部
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

少
年
院
で
体
験
し
た
こ
と
を
も

と
に
、
現
代
社
会
が
抱
え
る
親
子

関
係
の
問
題
、
子
ど
も
が
な
ぜ
非

行
に
は
し
る
の
か
、
親
や
教
師
な

ど
子
ど
も
と
関
わ
る
す
べ
て
の
大

人
た
ち
へ
、
叱
る
こ
と
の
大
切
さ

を
噺
家
ら
し
く
笑
い
も
交
え
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
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宇
陀
・
阿
騎
野
俳
句

大
会

12
月
２
日
に
「
第
３
回
宇
陀
・

阿
騎
野
俳
句
大
会
」（
宇
陀
・
阿
騎

野
俳
句
大
会
実
行
委
員
会
主
催
）

が
、
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。俳

句
は
、
四
季
の
移
ろ
い
の
中

で
、
自
分
自
身
を
含
め
た
身
の
回

り
の
中
か
ら
得
た
思
い
や
感
動
を
、

わ
ず
か
十
七
音
で
表
現
し
た
も
の

で
す
。

大
会
に
は
、
一
般
の
部
で
全
国

か
ら
１,
２
９
４
句
の
応
募
を
い
た

だ
き
、
児
童
生
徒
の
部
で
は
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
自
然
へ

の
関
心
を
持
ち
、
心
豊
か
に
成
長

す
る
こ
と
を
願
い
、
投
句
を
呼
び

か
け
２,
３
０
０
句
を
超
え
る
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

入
賞
作
品
の
中
か
ら
、
市
内
の

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◆
市
長
賞

【
小
学
生
の
部
】
太
井
健
人（
菟
田

野
小
５
年
）「
せ
み
の
声
父
ち
ゃ

ん
と
し
た
竹
細
工
」

◆
広
域
連
合
長
賞

【
中
学
生
の
部
】
中
嶋
友
哉（
榛
原

中
３
年
）「
蝉
の
声
夕
日
の
数
だ

け
減
り
に
け
り
」

【
一
般
の
部
】
松
下
雪
渓
「
声
届
く

距
離
に
妻
居
る
良
夜
か
な
」

◆
議
長
賞

【
小
学
生
の
部
】
松
尾
静
起（
田
原

宝
く
じ
助
成
金
で
地

域
の
活
性
化

（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し

て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
、
住
民
の
行
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
事
業
と
し
て
、
三

本
松
中
村
自
治
会（
室
生
区
）で
は
、

宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
集
会
所

内
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
輪

が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
は
、
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け

て
「
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
研
修

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
資
す
る
た
め
、
主
と
し
て
、

小
・
中
学
生
が
参
加
す
る
事
業
に

対
し
て
、
（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

小
２
年
）「
カ
マ
キ
リ
は
も
こ
も

こ
た
ま
ご
う
む
ん
だ
ね
」

【
中
学
生
の
部
】
西
田
愛（
大
宇
陀

中
１
年
）「
秋
風
が
私
を
通
り
ぬ

け
て
い
く
」

◆
教
育
長
賞

【
中
学
生
の
部
】
石
田
千
恵（
菟
田

野
中
１
年
）「
夢
香
る
運
動
会
の

後
の
砂
」

◆
奨
励
賞

【
中
学
生
の
部
】
小
林
鈴（
大
宇
陀

中
１
年
）「
虫
の
声
そ
れ
が
わ
た

し
の
子
守
う
た
」
／
西
山
奈
歩

（
室
生
中
３
年
）「
満
月
が
照
ら
す

私
の
帰
り
道
」

◆
選
者
特
選
賞

【
小
学
生
の
部
】
太
井
健
人（
菟
田

野
小
５
年
）「
せ
み
の
声
父
ち
ゃ

ん
と
し
た
竹
細
工
」
／
笹
岡
由
輝

（
榛
原
東
小
１
年
）「
つ
か
ま
え
た

み
や
ま
く
わ
が
た
お
お
も
の
だ
」

【
中
学
生
の
部
】
中
嶋
友
哉（
榛
原

中
３
年
）「
蝉
の
声
夕
日
の
数
だ

け
減
り
に
け
り
」
／
泉
尾
由
季

（
大
宇
陀
中
１
年
）「
体
育
祭
青
春

の
あ
せ
ひ
か
っ
て
る
」
／
西
田
愛

（
大
宇
陀
中
１
年
）「
秋
風
が
私
を

通
り
ぬ
け
て
い
く
」
／
白
毛
卓
也

（
菟
田
野
中
３
年
）「
庭
先
に
半
分

ド
ロ
の
雪
だ
る
ま
」
／
石
田
千
恵

（
菟
田
野
中
１
年
）「
夢
香
る
運
動

会
の
後
の
砂
」

県
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
賞
受
賞
者

平
成
19
年
度
奈
良
県
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
に
お
い
て
、
業
績
が
特
に

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
受
賞

者
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

中
山
　
真
衣
（
野
依
小
６
年
）

大
森
　
優
里
（
野
依
小
６
年
）

西
岡
真
里
華
（
野
依
小
５
年
）

藤
本
奈
津
美
（
野
依
小
５
年
）

松
本
　
朋
子
（
田
原
小
６
年
）

綱
引
き
大
会
で
交
流

１
月
27
日
、
新
春
綱
引
き
大
会

（
市
綱
引
連
盟
主
催
）
が
、
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
チ
ー

ム
（
２
チ
ー
ム
）
と
一
般
チ
ー
ム

（
７
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
中
、
綱
引
連
盟
に
よ
る
あ

っ
た
か
い
豚
汁
が
振
舞
わ
れ
、
参

加
者
は
体
を
暖
め
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】

優
勝

高
萩
台
自
治
会

２
位

綱
引
戦
隊
引
っ
張
る
ん
ジ

ャ
ー

３
位

Ｋ
・
Ｙ

【
小
学
生
の
部
】

優
勝

内
牧
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ａ

２
位

内
牧
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
Ｂ

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

研
修
会
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
西
大
和

の
皆
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
が
行
わ
れ
、

「
安
心
、
自
信
、
自
由
の
権
利
」
が

あ
る
こ
と
を
教
え
、
子
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
か
ら
自
分
を

守
る
た
め
の
力
を
引
き
出
し
て
く

れ
ま
し
た
。

一般の部優勝の
高萩台自治会

内牧ファイターズ
の皆さん
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●お元気クラブ
日時 ３月５日（水）・19日（水）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容　体操・創作・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人

●お達者クラブ
日時 ３月６日（木）・18日（火）
午後１時30分～３時15分（受付：午後１時～１時30分）

場所 大宇陀保健センター
内容　体操・創作・ゲーム・茶話会
対象 介護保険サービスを受けていない虚弱老人

【お元気クラブ・お達者クラブの申込先】
大宇陀保健センター（183‐2255）または、菟田野
保健センター（184‐9925）

■教室

●ぬく森サロン
日時 ３月７日・14日・21日・28日
※すべて金曜日の午前11時～午後３時30分
場所　室生ぬく森の郷
対象　介護保険の認定者になっていない高齢者
申込先　室生ぬく森の郷（192‐5220）

●運動のつどい
日時 ３月５日（水）、24日（月）
時間 午後１時30分～３時30分
場所 室生ぬく森の郷
内容 筋力アップ運動・有酸素運動など
対象 運動しようと思う人はどなたでも
申込先　室生ぬく森の郷（192‐5220）

●さらっとスリム教室
◎今回のテーマ：野菜パワーでもっと健康に
生活習慣病を食生活から予防する教室です。
日時 ３月19日（水）
時間 午前10時～午後１時
場所 室生ぬく森の郷
内容 調理実習と講義
申込先　室生ぬく森の郷（192‐5220）

【大宇陀区・菟田野区対象】

【榛原区・室生区対象】

【室生区対象】

　　3月の保健カレンダー

●母親教室
日時・内容
①3月7日（金） 妊娠中の日常生活・妊婦体操・口腔
ケア、絵本について
②3月14日（金） 妊娠中・産後の食事、調理実習
③3月22日（土） 赤ちゃんのお風呂の入れ方について
※時間は、午後１時から３時30分です。②のみ午前９
時30分から正午です。
場所 榛原保健センター
対象 妊娠３～８カ月の妊
婦とその配偶者
持ち物 母子手帳、筆記用
具、②はエプロン、三角
きん、タオル
申込先　榛原保健センター
（182‐0998）

●うす味料理教室参加者募集
市食生活改善推進員による教室です。塩分控えめ、

野菜たっぷりのおいしい料理を作ってみませんか。
日時　３月11日（火）
午前10時～午後１時（受付：午前９時30分）
場所 大宇陀保健センター（調理室）
参加費　300円
持ち物 筆記用具、エプロン、三角きん、タオル
申込先　３月７日（金）までに大宇陀保健センター
（183‐2255）へ

【全区対象】

対象区 種類

ＢＣＧ

実施日 対象 場所 受付時間

大宇陀
菟田野

三種混合
（ＤＰＴ） ４日（火） ３カ月～90カ月未満の児

大宇陀保健
　　　センター

榛原保健
センター

26日（水） ３カ月～６カ月未満の児

榛　原
室　生

三種混合
（ＤＰＴ） 18日（火） ３カ月～90カ月未満の児 午後１時～１時50分

■予防接種

対象区 種類 実施日 対象 場所 受付時間
榛　原
室　生

２歳児歯科
健康診査 13日（木） 平成17年12月～18年２月

生まれの児
室生ぬく森の郷 　午後１時30分～

　　　　　　２時30分

■健康診査
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子育て支援室
開催日

開放日

3月4日（火）、19日（水）

時　間
午前９時30分～
　　　11時30分

場　所
大宇陀幼児園
　（183‐3511）

月～金曜日（毎週水曜日
は支援室を開放します）

午前９時～５時
※事前連絡必要

菟田野保育所
　（184‐3586）

園庭開放日

毎月第１土曜日
　　　　　（雨天中止）

午前９時～
　　　11時30分

榛原北保育園
　（182‐1143）

毎月第２土曜日
　　　　　（雨天中止） 午前９時～11時

室生保育園
　（192‐3005）

親子で友だちをつくり、楽しく子育てしましょう。気軽にお越しくださいね（宇陀市在住の方）。

第１回宇陀市健康講演会

◆ 楽しく知ろう　メタボ退治 ◆

内容
◎健康劇 「桃太郎のメタボ退治」劇団　円

まどか

◎健診が変わる！！
奈良県国民健康保険団体連合会

事業課　参与　山本幸重　他
◎健康落語 立川らく朝さん

◎みんなに元気を
榛原中学吹奏楽部マーチング

申し込み 不要
問い合わせ 市役所健康増進課（182‐3692）ま
たは、榛原保健センター（182‐0998）、大宇陀
保健センター（183‐2255）、菟田野保健センタ
ー（184‐9925）、室生ぬく森の郷（192‐
5220）

主催 宇陀市、宇陀市国民健康保険
共催 健康うだ21計画策定委員

◆子育て広場「リビングルーム」を開催します◆
大宇陀区サポートクラブでは、子育てに喜びや楽し

みを持ち、安心して子どもを育てられるような地域づ
くりを目指して活動しています。
サポートクラブについて知ってもらうだけでなく、

皆さんに楽しいひとときを過ごしていただきたいと考
えています。ぜひ一度お越しください。
日時 ３月７日（金）午前10時～正午

場所 大宇陀幼児園（２階会議室）
対象 ・市内在住の未就園児とその保護者　・サポー
トクラブについて興味のある方
参加費 一人200円（子どものおやつは持参してくだ
さい）
内容　・楽器を作ってみんなで遊ぼう　・茶話会（手
作りおやつ・シフォンケーキ）

◆健康ウォーキング参加者募集（菟田野区対象）◆

楽しく体を動かして健康づくりのきっかけをつく
っていただくため、健康ウォーキングを開催します。
日時 ３月21日（金） 〈雨天中止〉
集合：午前９時（帰着：午後３時予定）
集合場所 菟田野保健センター
内容 菟田野保健センターから平井大師寺方面（往
復約７㎞コース）
持ち物 弁当、お茶、敷物、タオル、雨具、防寒具
（帽子、手袋など）

申し込み・問い合わせ ３月19日（水）までに、菟田
野保健センター（184‐9925）へ
主催 健康うたの21計画推進大人部会、菟田野保健
センター
※雨天の場合は、午前８時以降に、菟田野保健セン
ターにご確認ください。
※当日の事故などによるケガについては、応急処置
はしますがその他一切の責任は本人となりますので
ご了承ください。

おもいっきりテレビ、ＮＨＫラジオ
でおなじみの、医学博士で落語家の立川ら
く朝さんを迎えて、楽しく、ためになるヘ
ルシートークと健康落語をお楽しみくださ
い。

日時 ３月９日（日）
午後１時30分～４時（受付：午後１時～）

場所 市文化会館（かぎろひホール）

新しく変わる健診の説明があり
ます。皆さんで聞きに来てくださ
いね。

◆入場無料◆
先着200名様に、メタボメジャーを進呈！！



毎月１１日は 
「人権を確かめあう日」です 

「てんいち」とは、てん（英語の１０）と
いち（日本語の１）を合わせた１１（て
んいち）のことで、毎月１１日の人権
を確かめあう日を意味しています。

男
女
共
同
参
画
社
会
と

は
、
男
女
が
お
互
い
に
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

思
い
や
り
、
と
も
に
心
豊

か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

平
成
11
年
に
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
が
施
行

さ
れ
て
、「
男
な
ら
こ
う
あ

る
べ
き
」「
女
な
ら
こ
う
す

べ
き
」
と
い
っ
た
固
定
的

な
決
め
つ
け
を
せ
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重

し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な

く
、
個
人
の
能
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
め
ざ
し
て
き
ま

し
た
が
、
果
た
し
て
ど
の

く
ら
い
実
現
で
き
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

男
女
の
役
割
を
固
定
的

に
考
え
る
性
別
役
割
分
担

意
識
は
少
し
ず
つ
減
っ
て

き
て
は
い
る
も
の
の
、
家

庭
の
中
で
は
、
ま
だ
ま
だ

根
強
く
残
っ
て
い
る
と
い

う
の
が
現
実
の
よ
う
で
す
。

奈
良
県
で
も
、
男
性
の
家

事
関
連
従
事
時
間
は
、
一

日
あ
た
り
40
分
に
も
満
た

な
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。

近
頃
は
夫
婦
共
働
き
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

い
う
の
に
、
家
事
は
相
変

わ
ら
ず
女
性
の
役
割
と
い

う
場
合
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
男
女
共
同
参
画
が
あ

る
程
度
実
現
で
き
て
い
る

と
思
わ
れ
る
若
い
共
働
き

夫
婦
の
場
合
に
お
い
て
も
、

男
性
は
、
育
児
に
つ
い
て

は
周
り
の
男
性
と
比
較
す

る
と
、
自
分
は
十
分
に
協

力
し
て
い
る
ほ
う
で
あ
る
、

と
思
っ
て
い
る
一
方
で
、

女
性
は
、
家
事
に
つ
い
て

は
ま
だ
ま
だ
男
性
の
協
力

が
少
な
く
、
自
分
と
比
較

し
て
フ
ィ
フ
テ
ィ
フ
ィ
フ

テ
ィ
で
は
な
い
こ
と
に
不

満
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
頼
ま
れ
れ
ば

や
る
と
い
う
男
性
も
多
く
、

依
然
と
し
て
、
家
事
の
主

た
る
担
い
手
は
女
性
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

家
庭
で
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。男

性
が
単
に
１
時
間
以

上
家
事
を
し
て
い
る
か
ら
、

男
女
共
同
参
画
社
会
が
実

現
で
き
て
い
る
と
言
う
も

の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

家
庭
で
の
男
女
共
同
参
画

と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
。
夫
婦
が
お
互
い

を
認
め
あ
う
こ
と
か
ら
は

じ
ま
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら

と
い
う
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
お
互
い
が
そ
れ
ぞ
れ

自
ら
の
個
性
を
発
揮
し
な

が
ら
、
自
主
的
に
、
家

事
・
育
児
・
介
護
な
ど
を

行
い
、
喜
び
も
苦
労
も
分

か
ち
合
え
る
生
き
生
き
と

し
た
家
庭
生
活
を
送
れ
た

ら
、
す
て
き
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。

宇
陀
市
で
は
、
昨
年
度

よ
り
「
宇
陀
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」
の
策
定
に
向

け
て
、
策
定
委
員
を
中
心

に
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
計
画
を

基
に
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
互
い
を
尊
重
し
、
と

も
に
責
任
を
担
う
こ
と
に

よ
り
、
だ
れ
も
が
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
家
庭
・
地
域
・
職

場
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

⑮
家
庭
生
活
で
の
男
女
共
同
参
画
と
は
…

日時 ３月２日（日）
午後１時30分～３時30分（１時開場）

場所 室生振興センター

演題 「笑いでコミュニケーション　
～真の男女平等とは」

講師 桂あやめさん（落語家）

申し込み 不要

問い合わせ 人権施策課
※手話通訳、要約筆記を行い

ます。希望される方は、当日

受付にてお申し込みください。

男女共同参画講演会に
ご参加ください
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『宇陀市ホットニュース』募集･相談コーナー
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◆ 3月5日d 午前9時30分～午後3時
菟田野人権交流センター

◆ 3月12日d 午前9時～午後3時
室生振興センター

◆ 3月17日b 午前9時～11時45分
大宇陀人権交流センター

◆ 3月19日d 午前9時～午後3時
宇陀市役所

Y人権施策課（182-2147）
場所
日時
場所
日時
場所
日時
場所
日時

◆ 3月5日d 午前9時30分～午後3時
菟田野人権交流センター

◆ 3月12日d 午前9時～午後3時
室生振興センター

◆ 3月19日d 午前9時～午後3時
宇陀市役所

Y総務課（182-1302）
場所
日時
場所
日時
場所
日時

学校法人神須学園若者自立塾室生館が、ご家族、保
護者、ご本人の相談を個別に受けさせていただきます。

3月12日d 午後2時～5時
市役所　211会議室
宇陀市以外でも相談会を行っています。日

程など詳しくはお問い合わせください。
Y学校法人神須学園若者自立塾室生館（192-5566）
または商工観光課（182-2457）

その他
場所
日時

■「祝　第1回宇陀シティマラ
ソン」モーニングRUN
第1回宇陀シティマラソン開催を祝

して、マラソンコースを走ります。子
どもから大人まで、みなさんのご参加
をお待ちしています。
日時　3月8日g受付:午前9時30分～
スタート:午前10時～　集合場所　市
役所　コース　大会周辺コース　申し
込み 当日受付　参加料　無料
Y市陸上競技協会　上西方（182-
5237）
■ホストファミリー･ボランテ
ィア募集

室生国際交流村実行委員会では、3
月23日～4月1日の期間中、世界各地
から集まる約40名の若者の受け入れを
行います。そこで、期間中のホストフ
ァミリーとボランティア（活動を支
援･通訳）を募集しています。お申し
込み方法や詳細についてはお問い合わ
せください。
Y室生交流村実行委員会事務局　北森
方（1 92-3629）または岡崎方
（192-2098）
■リコーダー･フルート･オカリ
ナコンサート
マーガレット〈リコーダーを楽しむ

会〉主催で、コンサートを開催します。
日頃の練習成果を披露するとともに、
当会の講師である松岡徳郎氏（フルー
ト･オカリナ奏者）によるフルートと
オカリナの演奏を行います。多数のご
参加をお待ちしています。
日時　3月29日g開演:午後2時　場所
大和富士ホール　曲目 ○リコーダー
アンサンブル･･･みかんの花咲く丘、
メヌエット（モーツアルト）他　○フ
ルートアンサンブル･･･ラルゴとメヌ
エット（クヴァンツ）その他 現在9
名で月2回大和富士ホールで練習して
います。新しいメンバーを募集してい
ます。気軽にご参加ください。
Yマーガレット〈リコーダーを楽しむ
会〉佐伯方（182-2160）
■出品作品を募集
宇陀市ゆかりの芸術家の作品を多く

の皆さんにご覧いただくため、常設展
覧場の開設などを計画しています。お
互いの作品を囲みながら、歓談しませ
んか。まずはご連絡ください。また、
市文化会館主催の「あなたのお宝展」
において、
江本幸雄作
の『雪あか
り（室生寺
門前）』を
出品してい
ます。ご覧ください。
Y上林方（182-2877）

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■市文化協会　こでまり会による
『粘土工芸展（造花）』

3月1日g～29日g

※入館料　無料

社会保険事務所による年金出張相談が行われます。
今回は年金全般の相談に加え「ねんきん特別便」に

ついての相談も受けられますので、相談を希望される
方は、年金手帳または年金証書、印かん、ねんきん特
別便（すでに届いた方）をご持参のうえお越しくださ
い。

3月19日d 午前9時～午後4時
市役所　2階　211会議室

Y保険年金課（182-3672）
場所
日時
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『宇陀市ホットニュース』募集コーナー

農道開通を記念しての供用開始前ハイキングイベン
トです。大峠トンネル（1806m）を歩くほか、早春の
農山村ののどかな風景をご満喫ください。

3月23日a ※荒天中止
八井内トンネル入口（奈良交通バス多武

峰バス停下車すぐ）
午前10時～11時
無料（※交通費実費）
八井内トンネル⇒針道⇒大峠トンネル⇒宮

奥ダム湖畔（イベント有り）⇒　関戸⇒道の駅
「大宇陀」（コース全長は9.5kmです）

行き･･･桜井駅から談山神社行きバス乗
車　帰り･･･大宇陀バス停から榛原駅行き乗車

県中部農林振興事務所
農道の供用開始は、3月29日g午後1時か

らとなります。
Y県中部農林振興事務所（10745-22-2341）または
農林課（182-3679）

その他
主催

交通手段

コース
参加費
受付時間

集合場所
開催日

古くから参宮道として賑わった、伊勢本街道と青越
え伊勢街道の歴史や魅力を知り、地域をつなごうと
「伊勢街道交流フォーラム」が風景街道「伊勢街道」
連絡協議会主催で開かれます。
講師に皇學館大学の岡田登教授をお迎えし「お陰参

りー人々は何故、伊勢を目指したのか」と題して基調
講演などを開催します。ご参加をお待ちしています。

3月16日a 午後1時～4時30分
市榛原総合センター
無料（先着100人）
ハガキ･FAX･E-mailで、郵便番号･住所･

氏名･電話番号と参加者全員の氏名を明記して、3
月6日eまでに申し込みください

【郵便】〒630-8501 奈良市登大路町30
県道路建設課企画調整係「伊勢街道交流フォーラ
ム」宛【FAX】0742-27 -5339【E-ma i l】
dorok@office.pref.nara.lg.jp

Y県道路建設課企画調整係（10742-27-7495）また
は商工観光課（182-2457）

申込先

申し込み
参加費
場所
日時

テレビなどでおなじみの大相撲が平成20年春巡業として宇陀市にやって
来ます。
日頃テレビなどでしか見れない力士が間近で見れる機会です。大相撲宇陀

場所を観覧してみませんか。
3月31日b 開場：午前8時～
宇陀市総合体育館
当日は会場内の駐車場が利用できません。公共交通機関をご利

用ください。近鉄榛原駅北口より会場行きの臨時バス（有料）が運
行されます。ご利用ください。

その他
開催場所
開催日

◆大相撲宇陀場所　チケット前売券発売中
1月より観覧席のチケットを発売しています。下記

のチケットについて、現在、発売を行っています。前
売券が完売した場合、当日券はありませんので、チケ
ットをお求めの方は、お早めにご購入ください。
【チケット料金（1人分の金額です）】

※マス席は4枚セットの販売となります。

宇陀
市 総 合 体 育
館 ・ 美 榛 苑
（182―5611）

3月
30日まで（火曜日を除く）午前9時～午後5時

◆相撲飲食土産セット発売中
観覧席でご飲食いただく「相撲飲食土産セット」の

申し込みを受け付けています。ご希望の方は申し込み
ください。

お弁当･お茶･相撲土産（3点）･パンフレッ
ト･宇陀場所記念座布団

3月10日まで
※館内への飲食物の持ち込みは禁止されています。
申込期日

内容

販売期日

販売場所

Y大相撲宇陀場所実行委員会【宇陀市文化体育事業団】（82-0511）

座席レイアウト図



まだ設置されていないご家庭は、期日を待つことな
く設置して、大切な『命』を火災から守りましょう。
◆消防署からのお願い
★「火の用心」外出前･就寝前の火の元点検を敢行
しましょう。

★寝たばこは絶対やめましょう。
★ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用しましょう。

★ガスコンロを使用中は、そばを離れないように
しましょう。

Y宇陀広域消防組合消防本部（182-3199）

まだまだ暖房機器の手放せない季節です。この時
期は空気が乾燥し、火災が起こりやすくなっていま
すので火の元には十分注意してください。期間中、
消防署では防火防災に関するさまざまな取り組みを
実施致しますので、皆様のご協力をお願いいたしま
す。
◆ついていますか？住宅用火災警報器
火災予防条例により、住宅用火災警報

器の設置期限が平成21年6月1日までと定
められています。『火災警報器』は火災の
早期発見、早期避難に非常に有効です。
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榛原東小学校学童保育室に入室する児童の
保育

午後1時～7時（ローテーション勤務）で、
長期休暇中は午前7時30分からの勤務もあり

20～55歳までの保育士または教諭免許のある
方。免許のない方は保育の補助員として登録（大学
生可）。

若干名
3月19日dまでに履歴書を学校教育課へ

Y学校教育課（184-3472）
申し込み
登録人員

資格

勤務時間

勤務内容

宇陀市軟式野球連盟主催で市軟式野球大会を開催す
るにあたり、参加チームを募集します。多数のご参加
をお待ちしています。

4月13日a･20日a 受付:午前8時30分～
試合開始:午前9時～

大宇陀運動場
市内の軟式野球チーム（一般男子）

※1チーム10名以上20名以内
1チーム5,000円（抽選会当日に徴収しま

す）
3月21日fまでに生涯学習課へ（FAX可）
抽選会及び監督会議の日程は、申込締切後、

市軟式野球連盟より各チーム代表者へ連絡いたし
ます。

Y生涯学習課（184-3473/584-4089）または市軟
式野球連盟　仲尾方（192-2496※勤務先）

その他
申し込み

参加費

参加資格
会場

日時
次のとおり室内温水プール「アクア･グリーン榛原」

では各種教室を開講します。ご参加をお待ちしていま
す。

市室内温水プール受付にて、申込用紙に
記入･捺印して提出してください。

詳しくは、お問い合わせください。
◆平成20年度アクア･グリーン榛原スイミングスクー
ル受講生募集

○成人（16～65歳の男女）･･･月･木･
土曜日午前11時～12時　○幼児･児童･生徒（3～
15歳の男女）･･･月･水･木･金曜日午後3時30分～
4時30分　午後4時30分～5時30分　午後5時30
分～6時30分

○成人　4,620円（月4回） ○幼児･児
童･生徒　4,200円（月4回）※別途、年間経費･
年間スポーツ保険料が必要です。

◆水中ウォーキング教室受講生募集《平成20年4月よ
り新規開講》

毎週金曜日　午後2時～3時
20歳以上の男女
4,620円（月4回）※別途、年間経費･年間

スポーツ保険料が必要です。
Y市室内温水プール（182-2200）

受講料
対象者
受講日時

受講料

募集コース

その他

申込方法

◆春の火災予防運動実施　【3月1日～7日】

市では、菟田野区にある市営住宅（特定公共賃貸住
宅）4室の入居者を募集します。

所在地　宇陀市菟田野区松井
186番地の3 団地名　上笠神団地（3階建て集合
住宅）部屋名 101･102･105･204号室　間取り
3LDK

契約家賃 月額90,000円
最低家賃　月額41,000円～　敷金 270,000円
（契約家賃の3カ月分）

○計算式にあてはめた入居予定者全員の
月収合計が20万円以上60万1千円以下の方　○持
家がなく住宅に困っている方　○現に同居してい
るか、同居しようとする親族がある方　○過去に
市営住宅（旧町村営住宅）に入居していた方は、
住宅使用料の滞納や無断退去等の経歴がないこと

3月3日b～21日f（土･日曜日、祝
日を除く）午前8時30分～午後5時15分まで

営繕課
※詳しくはお問い合わせください。

Y営繕課（182-5642）

申込書の配付及び申込場所

申込受付期間

申込資格

住宅使用料（家賃）･敷金

募集する市営住宅
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■確定申告の受付は3月17日までです
平成19年分所得税

の確定申告の受付は3
月17日までです。桜
井税務署では次の場所
で申告指導･相談を行
っていますので、お早
めに提出しましょう。
所得税を納期限内に

納めなければ、延滞税
がかかりますのでご注意ください。

桜井市商工会館3階（JR･近鉄桜井駅から徒
歩3分）

2月18日b～3月17日b（土･日曜日、
祝日を除く）午前9時～午後5時※なるべく午後4
時頃までにお越しください。

上記期間において、桜井税務署内では申告
書等受付のみで申告相談は行っておりません。

Y桜井税務署（10744-42-3501）
■市役所等では、簡易な申告･相談のみ受付
市役所では、市県民税申告書のほか、給与･年金所

得など簡易な所得税の申告（確定申告書A）のみを受
付します。
※「確定申告書A」の方であっても、内容により税務
署で相談していただく場合があります。

3月17日bまで
市役所･･･午前9時～午後3時30分　

各地域事務所 午前9時～12時
事業所得（営業･農業）、

不動産所得、譲渡所得（土地･建物･株式）、変動
所得、臨時所得、繰越控除、損失申告、青色申告、
準確定申告、平成18年以前の過去にさかのぼる
申告、消費税、贈与税、相続税などの申告･相談
は桜井税務署（桜井市商工会館）で行ってくださ
い。

■軽自動車･バイクの廃車届は3月中に
毎年4月1日現在の所有者に軽自動車税を課税します

ので、次の人は3月中に廃車手続きを行ってください。

●譲渡、スクラップ等により軽自動車等を所有しな
くなった人

●盗難等により軽自動車などを所有しなくなった人
※個人同士の売買、廃品回収業者などに回収しても
らう等により、バイクを所有しなくなった人は、
廃車･名義変更の手続きを行ってください。（手続
きにはナンバープレートが必要です。）手続きを
行わないと引き続き課税されることとなります。

※盗難などの場合、警察署への届出が必要です。届
出日･受理番号等を確認のうえ、お越しください。

◆原動機付自転車（125cc以下の車両）⇒税務課又
は各地域事務所地域振興課

◆軽二輪車（125cc超～250cc以下）⇒県軽自動車

手続場所等

手続きが必要な方

受付ができない申告内容

場所･時間
期間

その他

期間･時間

場所

協会（10743-58-3700）
◆二輪小型車（250cc超）⇒近畿運輸局奈良運輸支
局（1050-5540-2063）

◆軽自動車（三･四輪）⇒軽自動車検査協会奈良事
務所（10743-58-3018）

※提出書類等は事前に確認してください。
※例年3月末は、届出が集中し大変混雑しておりま
す。混雑を避けるためにも、できるだけ早期に手
続きを済まされますようご協力をお願いします。

■軽自動車は奈良ナンバーまたは宇陀市ナンバー
になっていますか
宇陀市に転入されてきた方で軽自動車を所有されて

いる方は、軽自動車の登録地の変更が必要です。次の
車両を所有されている方は、住所地（登録地）の変更
手続をしてください。
車検証をお持ちの方は、車検証記載の住所地が現住

所と変わりがないかご確認ください。
●他都道府県ナンバープレートの二輪･三輪･四輪車
●他市町村のナンバープレートの原動機付自転車
（125cc以下の車両）
●前住所地で登録された二輪･三輪･四輪車
※手続場所は上記の軽自動車･バイク廃車の手続場
所と同じです。

■トラクターなどの小型特殊自動車（農耕作業用）に
も軽自動車税は課税されます
トラクターなどの小型特殊自動車（農耕作業用）は、
軽自動車税の対象となる車両ですので、ナンバープレ
ートの交付を受ける必要があります。購入された場合
は、必ず登録の手続きを行ってください。また、既に
所有されているトラクターなどで未登録の車両は、登
録の手続きを行ってください。

税務課または各地域事務所地域振興課
印かん、販売証明書（既に所有されている

場合は、車名･車台番号が分かるもの）
■固定資産税の縦覧について
固定資産税納税者は、次の期間、無料で縦覧（平成

20年度固定資産税縦覧台帳･課税台帳）できます。
※課税明細については、5月に納税通知書と同時に送
付します。

4月1日～6月2日（土･日曜日、祝日を除
く）午前8時30分～午後5時15分

税務課または各地域事務所
市内に土地、家屋を所有する固定資

産所有者本人･納税義務者本人、同居親族、納税
管理人（市内に土地等をお持ちでも、固定資産税
が課税されていない人は対象外）

※同時に従来からの閲覧（土地、家屋及び償却資産）
も行っています。

※上記以外に借地･借家人も対象物件のみの閲覧が
できます。

印かん、本人であることが確認できるもの
（第3者は所有者･納税義務者本人の委任状が必要）
持ち物

縦覧できる人
縦覧場所

縦覧期間

持ち物
登録場所

Ｊ
Ｒ
桜
井
線

R１６５

桜井駅
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ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課
（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課
（184-2521）
Y 市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎3月10日 上笠間･下笠間･深野･小
原･染田･多田･無山･奥山

◎3月21日 大野･向渕（奥山除く）･三
本松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎3月31日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）

わが家のアイドル募集
お子さんの写真を広報「うだ」に

掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、一言メッセージ
（40字程度）及び問合せ先を記入の
上、秘書広報課まで郵送または持参
してください。

平成20年4月から国民健康保険制度が変わります。
その変更点をご紹介します。
詳しくはお問い合わせください。
◆義務教育就学前の子どもの自己負担割合が2割にな
ります

※義務教育就学前とは、「6歳に達する日以降の最初の
3月31日まで」です。

◆退職者医療制度の対象年齢が65歳未満になります
会社などを退職して国保に加入し、厚生年金など

の被用者年金を受けられる75歳未満の人とその被扶
養者は退職者医療制度で医療を受けることとなりま
すが、その対象年齢が65歳未満に変わります。
65歳になりますと、一般の国保加入者となります。
なお、このことによる窓口での自己負担割合、保険
税額に変更はありません。

◆療養病床入院時の食事・居住費が65歳以上からに
なります
療養病床に入院する70歳以

上の人は、介護保険との負担
均衡を図るために、食費と居
住費を一部自己負担していま
すが、その対象年齢が65歳以
上に変わります。

◆高額医療・高額介護合算制度が創設されます
医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者が

いる場合、医療保険と介護保険のそれぞれの自己負
担限度額適用後に、両方の年間の自己負担（※）を合
算し、その額が年額で定められた一定限度額を超え
た場合は、超えた分が「高額介護合算療養費」とし
て支給されます。

（※）「年間の自己負担」とは、毎年8月受診分から翌
年7月受診分の自己負担合計額です。ただし、初
年度は平成20年4月から実施するため、「年間の
自己負担」は平成20年4月受診分から平成21年7
月受診分の自己負担合計額となります。

●自己負担限度額表

※上段の金額は、毎年8月～翌年7月受診分の年間自
己負担限度額です。

※下段の金額は、平成20年4月～平成21年7月受診
分の年間自己負担限度額です。

※申請は平成21年8月以降となります。申請方法な
ど詳しくは、後日ご案内します。

◆国民健康保険被保険者証がカード化され個人ごとに
交付されます
現在お使いの国民健康保険被保険者証の有効期限

は、平成20年3月31日までとなっています。カード
化された新しい保険証は3月中旬に郵送されます。
お手元に保険証が届きましたら、記載内容に誤りが
ないかご確認の上、ご使用ください。なお、有効期
限切れの保険証は、市役所または各地域事務所にお
越しの際、ご返却ください。
※国民健康保険税に未納がある場合、納税相談･納付
誓約の上、有効期限の短い保険証を交付することと
なります。なお、対象の方には別途通知します。

Y保険年金課（182-3672）

市室内温水プール「アクア･グリーン榛原」及び市
グリーンテニスコートは、大相撲宇陀場所開催にとも
ない、次のとおり休館とさせていただきます。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

3月31日b ※4月1日（火）は通常どおり
営業いたします。

○市室内温水プール「アクア･グリ
ーン榛原」○市グリーンテニスコート

Y市室内温水プール（182-2200）

休館する施設

休館日
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ぬく森の郷
～お風呂(日帰り)・喫茶(食事)～

（192‐5220）

入浴時間　正午～午後５時
入浴料　大人(中学生以上) 300円
　　　　小人(小学生)…… 150円
　　　　幼児………………無　料
休館日　火曜日(火曜日が祝祭日の場合翌日)
　　　　日曜日、祝祭日、年末年始
◆喫茶ぬく森〈営業時間〉
　 午前10時30分～午後4時30分

室生区大野3776番地の1
「いきいきタウン」放送中
県内各市の話題をお届けする情報

番組「いきいきタウン」は、奈良テ
レビ放送で毎週土曜日の午後10時10
分～10時25分、毎週日曜日の午前
10時55分～11時10分（再放送）に
放送しています。放送の時間は変更
になる場合がありますので、新聞の
テレビ欄などでご確認ください。
Y秘書広報課（182-3912）

親睦会・お祝・法事など
団体様のご宴会に最適！！

★平日お昼は
　おトクな宴会パック　４,５００円～

バス送迎は
ご相談下さい20名様

　以上

宿泊・宴会　レストラン　日帰り温泉

保養センター　美 榛 苑 　
　　　　　　　　（1８２‐１１２６）

■ごみ持ち込み処理料が改定されます
4月1日から、市護美センター及び宇陀クリーンセン
ターへの生ごみ類の持ち込み手数料が次のとおり改定
されます。ご理解とご協力をお願いします。

※指定ごみ袋に分別して持ち込んだ場合は、上記の料
金は必要ありません。

Y環境対策課（182-2202）

■ごみ袋販売場所が決まりました
4月1日から市内で統一される家庭用ごみ袋を、下記
の各販売所にてご購入いただけることになりました。
なお、室生区にお住まいの方は、生ごみ類について
は東宇陀クリーンセンター指定ごみ袋を、従来の販売
所にてご購入ください。
◆大宇陀区

･･･岩清水経済店舗　 ･･･ジップドラッ
グ大宇陀店、吉岡呉服店　 ･･･ささお酒店　
･･･平五電機　 ･･･舶来屋タナカ、裏道具店

･･･さらや　 ･･･田中菓子店　 ･･･ハ
ルタ　 ･･ ･1スーパーヨシムラ大宇陀店

･･･森川せともの店　 ･･･コメリハード
アンドグリーン大宇陀店　 ･･･長井百貨店

･･･山岡万晟舎、しみず洋品店　 ･･･福角
商店、2ライブモリモト、（株）スーパーもりかわ

･･･西浦教材　 ･･･パーティハウス大宇陀
店　 ･･･森川商店　 ･･･マルヒロ園芸、
仲尾鶏肉店、道の駅宇陀路大宇陀、サンクス大宇陀
店　 ･･･志を乃屋・野口昇栄堂、松尾食料品店

◆菟田野区
･･･宇陀山繁、デイリーショップタナカ、今西

食料品店、吉田米穀店、（株）春日　 ･･･ナカデ
酒店、松田建具店　 ･･･カフェアリス　
･･･原田商店、岸岡商店　 ･･･肉のよしだ、西
昭和堂、中口末広堂、増田酒店、谷岡呉服店、1森
野、今西幸助毛皮店、読売新聞吉田新聞舗、西本毛
皮商店、奈良産業1、向本長治商店、1舛田、山村
燃料店、ニイ薬局、旭屋呉服店、河内屋、増田荒物
店、森本米穀燃料店、井村百貨店、めがねのマツオ、
辻本朝日堂、和田青果店、中尾石油店　 ･･･ロ松井

古市場
下芳野佐倉

駒帰
岩崎

万六

拾生東平尾
迫間野依

西山中新
出新
小附小出口

下竹
下中才ケ辻栗野

上新
上内原

岩室岩清水

ーソン菟田野松井店、菟田野アグリマートＬＬＰ、
沖中米穀店、福本電業、おきなか衣料、宇陀市社会
福祉協議会・絆の会、中山太陽堂、岩井クリーニン
グ店、神田百貨店　 ･･･森岡商店　 ･･･藤
村商店

◆榛原区
･ ･ ･寿美屋酒店　 ･･･井戸本商店

･･･田中商店　 ･･･室商店　 ･･･宇陀
経済センター、ローソン榛原篠楽店　 ･･･遠藤
商店　 ･･･的場酒店、山口金物店、㈱チェン
ストアーオークワ・オークワ新榛原店、ドラックス
トア花子榛原店　 ･･･辻本食料品店（つかさ）、
高井の駅、井阪家　 ･･･きしもと酒米穀店、
正木商店　 ･･･森岡米穀酒店、三浦屋天満
台店　 ･･･㈱ふじいエポック榛原店、ホームプ
ラザナフコ榛原店　 ･･･Ａコープ榛原　
･･･天下堂大和、㈲オオニシファミリーマート榛原
萩原店、吉田晴縫工所榛原工場、東浦商店、マルエ
商店、ファミリーマート小西榛原駅前店、㈱倉本酒
舗、ウラタニふとん店、杉屋、コメリハードアンド
グリーン、牧野茶舗、谷口せともの店、中谷菓子釣
具店、岩井金物建材店、池中薬局、いせ屋・宝蔵地
酒店、涌田商店、ローソン榛原駅前通店、榛原クリ
ーニング、三和相互住宅販売、ﾃﾞｨｽｶｳﾝﾄｽﾄｱ・ﾌﾟﾗｲｽ
ｶｯﾄ榛原福地店、ローソン榛原西峠店　 ･･･田中
商店、矢野米穀店　 ･･･スーパー岡本　
･･･魚元

◆室生区
･･･宇陀東里経済店舗　 ･･･室生地域事

務所、奈良県農業協同組合室生支店、株式会社メベ
ック、勝山幸子、五月会、横谷益男、藤井一三

･･･中上酒店、川口堂　 ･･･古大野老人
会　 ･･･勝井絹代、勝井商店、田中屋一進堂

･･･西谷老人会　 ･･･瀧谷自治会　 ･･･
砥取自治会　 ･ ･ ･森田商店、宮崎商店

･･･椿井商店、下田口原山自治会　 ･･･
竹岡商店魚六　 ･ ･ ･ 西島喜志子

･･･平松取扱店　 ･･･室生天然酵母パ
ン、福井商店　 ･･･山田商店　 ･･･室生菅
間出自治会長宅、室生荷之出自治会、室生西出自治
会長宅、室生下出自治会

Y環境対策課（182-2202）

室生無山
向渕田口元角川

田口元上田口
染田下田口

下笠間
砥取瀧谷西谷

三本松
古大野小原

大野上笠間

福地比布
桧牧

萩原額井
長峯

天満台東
天満台西

高井

下井足
自明
篠楽上井足笠間

内牧あかね台

東郷見田
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■あなたのお宝展
人生のなかで、数々の出会いから、自分だけの大切

な「お宝」があると思います。「自分だけの記録」「親
からの授かりもの」「家伝来の品々」など、思い出と
なる「お宝」を展示します。どうぞご覧ください。

3月8日g～4月13日aまで
■宇陀の桜展《作品募集》
まもなく桜シーズン到来、宇陀の里にも桜が咲きほ

こります。見慣れた桜も、写真･絵画･陶芸･粘土細工･
俳句･短歌などに表現されると、また一段と違った趣
が見られると思います。宇陀の桜にちなんだ作品をお
待ちいたします。

4月25日f～5月25日aまで
4月14日bまで

■文化教室受講生募集
市文化会館では、平成20年度の文

化教室受講生を募集します。
3月19日dまでに市文

化会館備え付けの用紙に必要事
項を記入のうえ、申し込みくだ
さい。※先着順で、定員になり
次第締め切らせていただきます。

【各教室のご案内】
◆絵手紙教室

毎月第1金曜日午後1時30
分～4時　 1回1,000円受講料
開催日

申込方法

作品搬入
展示期間

展示期間

大宇陀区拾生871（183-0977）
3月の休館日:4･11･18･20･25日

（教材費別） 20名　 原田登代子（日本
絵手紙協会講師） 墨筆で輪郭を描き、色をつ
け心を添えてお便りを出しましょう。

◆陶芸教室
毎月第1･3日曜日午前9時～12時　

2回3,000円（教材費別） 15名　 野口
彰（美章窯赤膚焼き陶芸家） 1年を通して、
陶芸の基本を身につけ、オリジナルの焼き物を作り
ましょう。

◆トールペイント教室
毎月第3金曜日午前9時30分～12時
1回1,000円（教材費別） 15名

影山一恵（宇陀市） アクリル絵の具
を使って、あらゆるものにペイントします。初めて
の方も簡単に描けます。

内容講師
定員受講料

開催日

内容
講師定員

受講料開催日

内容
講師定員

室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■昼下がりのミニコンサート
午後2時～3時

※3月13日
e のみ、
むろうコ
ーラス練
習のため
午後 3 時
～4時

※都合によ
り、変更
する場合
はありま
す。

開催時間
■「高石ともやふれあいコンサート」

3月29日g 午後2時～3時
30分

旧笠間小学校体育館（室生
区上笠間）

高石ともや（フォーク歌
手）

荒井敦子･まつぼっくり少年
少女合唱団　音楽の森室生コー
ラス･室生どんぐり児童合唱団他

前売り券:1,500円（当日券:1,800円）
音楽の森運営委員会

Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）
主催
参加費

出演

ゲスト

場所

日時



『腹囲測定』などメタボを判定する項目が加わり、
早期発見ができます。

受診した特定健診の結
果に基づき、生活習慣病に重点を置いた保健指導
が実施されます。必要に応じて、個別のアドバイ
スなども実施されます。

Y保険年金課（182-3672）

★特定保健指導で健康づくり

◆楽しむアート特別講座
※いずれの講座
も 、 参 加 費
（材料代など）
が必要。

※講師の都合等
により日時は
変更される場
合 が あ り ま
す。開催時間
など、詳しく
はお問い合わ
せください。

◆グラウンドゴルフ
3月14日f 午後1時～　 元気村グラ

ンド　 100円
Yふるさと元気村または企画課（182-1362）

参加費
場所日時
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室生区下田口1112（193-4400）
開館時間　午前9時～午後5時

休館日　毎週木曜日

3月の講座は次のとおりですので、ぜひご参加くだ
さい。
◆常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室（アトリエ･ギャラリ
ーの見学･体験等）を行っています。

宇陀市榛原区榛見が丘1‐14‐20　10745‐82‐6300
私立しらゆり保育園

問い合わせ時間：午前8時30分～午後5時30分

職 員 募 集
保育士（要保育士証）
調理師（要調理師免許）
非常勤事務員（パソコンのできる方）

◆◆ 　　　　　　　　◆◆

http://www15.ocm.ne.jp/ ̃muroupet/
宇陀市室生区小原53　TEL&FAX0743‐82‐6606

年中無休24時間受付

70120‐194‐594
イーク　ヨ ゴ　ク　ヨ

全国ペット葬祭業協会加盟

やまなみロード添い
榛原駅より車で約20分

名阪国道
針
IC

ローソン
小原

や
ま
な
み

ロ
ー
ド

笠間

室生
ペット霊園

R165榛原

榛原駅 室生口大野駅 三本松駅

大野

小倉
IC

これまで市が実施していた基本健康診査は、平成20
年度より、生活習慣病の予防と早期発見のため、メタ
ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した
「特定健康診査」に変わります。また、その結果に基
づいて本人に適した健康づくりを支援する「特定保健
指導」が始まります。

近年、生活習慣病の
人が増え、その発症の要因として注目されている
のがメタボリックシンドロームです。放置してお
くと、心筋梗塞や脳卒中などを発症する危険性が
高くなります。

特定健康診査（特
定健診）ではメタボの早期発見に努め、適切な指
導により、生活習慣病の予防と改善を目指します。
対象者　40歳以上74歳以下の人

これまで基本健康診査
は宇陀市が実施していましたが、4月からは国保
や社保などの医療保険者が実施する（被扶養者も
同様）ことになります。

加入している医療保険
者から受診のお知らせが届きますので、指定され
た健診機関で受診してください。特定健診では

★特定健診を受診しましょう

★実施主体が医療保険者に

★特定健診でメタボを予防・改善

★放っておくと恐ろしいメタボ
メタボリックシンドロームの判断基準
次の【必須項目】が該当し、かつ、【次の2つ以上

があてはまる】の項目が2つ以上当てはまる方を、
メタボリックシンドロームと言われています。
◆必須項目

腹囲（おへそ周り）が男性は85センチ以上、女
性は90センチ以上

◆次の2つ以上が当てはまる
○脂質：中性脂肪150mg/dl以上、またはHDLコ
レステロール40mg/dl未満

○血圧：収縮期（最大）血圧130mmHg以上、ま
たは拡張期（最小）血圧85mmHg以上

○血糖：空腹時の血糖100mg/dl以上、またはヘ
モグロビンA1cが5.2％以上



■大宇陀図書館だより
●おはなし会

3月15日g 午前10時30分～　 2階
和室　 ○おはなし　○パネルシアター　○カ
レンダーをつくろう！

●映画会
3月22日g 午前10時～　 1階研修室

Y大宇陀図書館（183-0977）【3月の休館日:4･11･
18･20･25日】

場所日時

内容
場所日時
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各宗　石碑　灯籠　あらゆる石材加工販売 

森　井　石　材　工　業 
0６３２‐０２０４　　室生区小原９１の１ 

　　　　電話　０７４３‐８２‐１６３３　 本社工場 

　ＦＡＸ　０７４３‐８２‐１６０２　 

マナーを守って 
　　　　　楽しくお散歩！ 

　近頃、公園や道路に犬のフンをよく 
見かけます。犬の散歩時は、必ずフン 
の後始末をしてください。 
　マナーを守って美しいまちをつくり 
ましょう。　 

■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。

3月11日c、25日c 1午前10時～ 2午前
10時45分～ 3午前11時30分～　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～） 3月12日d、
26日d 午後2時45分～

★たんぽぽひろば（6歳～） 3月12日d、26
日d 午後3時30分～

★おはなしクラブ　 3月8日g･22日g ○午前
10時30分～（3～5歳）○午前11時15分～（6～12歳）

●えいが会
3月1日g 午前11時～

●人形劇
3月15日g ○午後1時～　○午後2時～

「アンパンマンとぴいちくもり」
40名（多数の場合は、子ども優先）
当日、カウンターにて各回公演の30分前

に整理券を配付します。
Y中央図書館（182-4749）【3月の休館日:3･10･17･
20･24･31日】

その他
定員
演題
日時

日時

日時

日時

日時

日時

【絵本】
■のんびりきかんしゃポーくんとサーカス（上野紀子　絵　な
かえよしを　作）

のんびり機関車のポーくんは、サーカスで働く動物たちから
「ぼくたちを助けて」と頼まれます。シュッシュッポッポ、ピ
ッポッポ。ポーくんはみんなを乗せて走り出しました･･･。心
がポッとあたたかくなる絵本。

話　題　の　新　刊　図　書

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

【企業･ビジネス･商業】
■人を動かす「ほめ言葉」（本郷陽二　著）

ほめ言葉には相手のやる気を呼びさます不思議な力が込められてお
り、部下だけでなく、上司に向かっても有効だ。ビジネスや一般の
お付き合いなど、さまざまな場面に使える具体的な90の表現を提案
する。

図　書　館　だ　よ　り

技術のマツオ
うたの区南都銀行前ＴＥＬＦＡＸ８４‐２２５５

一級時計・認定眼鏡士の店
技能検定・奈良県知事賞受賞

時計・メガネ・補聴器・写真

室生山上公園芸術の森は、昨年の12月29日から2月
29日まで冬季休園させていただいていましたが、3月
1日より開園いたします。
みなさまのご来園をお待ちしています。

【3･11･12月】･･･午前10時～午後4時
【4～10月】･･･午前10時～午後5時

火曜日（祝日の場合はその翌日）
Y室生山上公園芸術の森（193-4730）または公園課
（182-3674）

定休日

開園時間

■こまどりケーブル番組表を設置します
こまどりケーブルで放送されている下記チャンネル

の番組表（1カ月分）を3月分から次の施設に設置しま
す。ご利用ください。チャンネルの番組表は、『KCN
ホームページ（http://www.kcn.ne.jp)』でもご覧いた
だけます。
なお、ケーブルテレビ対応チューナー内蔵テレビを

お持ちでない場合、一部視聴できない番組があります。
○KCNファミリーチャンネル　○ス

カイ･A ○時代劇専門チャンネル　○GAORA
（ガオラ）
設置施設名

チャンネル名

※菟田野区･室生区については、整備が始まり次第
設置します。

■ケーブルテレビ幹線工事の民地承諾につい
て
菟田野区･室生区にケーブルテレビの幹線を電柱に

設置するにあたり、3月から電柱の立っている土地の
所有者の方に、こまどりケーブルより依頼された業者
が承諾をいただきにお伺いします。なお、こまどりケ
ーブル及び関係の業者は、こまどりケーブルの関係者
であることを証明する名札をつけています。
Y情報システム課（182-2121）



安心の純国産畳表

厚生労働大臣認定一 級 技 能 士

吉岡豊司・吉岡逸人

宇陀市大宇陀区上茶２０９２番地
（宇陀市松山重伝建地区）

電話　０７４５‐８３‐１７６３
日曜・祝日も営業致しております

トリミ眼科
日本眼科学会認定　眼科専門医

　　眼科一般診療（アレルギー・白内障・緑内障など）
　　網膜レーザー治療（糖尿病網膜症・網膜剥離など）
　　後発白内障手術・各種コンタクトレンズ処方

診
療
科
目

AM9:00～12:00

PM3:00～  6:00

http://www.eonet.ne.jp/ torimi/

月

◎

火

◎
△

水

◎
◎

木

◎
◎

金

◎
◎

土

◎
日祝

／
／

診療時間

◎
／

近鉄大阪線

宇陀市立病院
南都銀行新町局

北口

南口
榛原駅

トリミ眼科
（鳥見保険の横）

～
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4月1日から、一部の施設使用料等を改定します。詳
しい内容は、市ホームページでご覧いただけます。

◆利用時間帯設定の統一《午前の部
（午前9時～12時）午後の部（午後1時～5時）夜
間の部（午後6時～10時）》◆同種施設の使用料
の統一

・市農村環境改善センター「農林会館」
・市基幹集落センター「たかぎふるさと館」
・市菟田野農村環境改善センター「農林センター」
・市菟田野産業振興センター
・市室生福祉保健交流センター「ぬく森の郷」
・市大宇陀人権交流センター
・市菟田野人権交流センター
・市室生人権交流センター
・市大野西垣内集会所
・市蕨集会所
・市伊那佐文化センター

Y行政改革推進室（182-3643）

変更する施設名

主な改定内容

3月20日、彼岸の墓参りにあわせて市営赤人霊苑へ
の臨時送迎バスを運行します。お墓参りを予定してい
る人は、ご利用ください。（道路状況等により、運行
予定時間が多少遅れることがあります。）

※当日、積雪等により中止になる場合もあります。
Y環境対策課（182-2202）

平成20年4月から、75歳以上の高齢者を対象とした
新しい独立した医療保険制度「後期高齢者医療制度」
が始まります。
新制度の開始に伴い、対象の方には新しい被保険者

証を、お一人に1枚交付します。
新しい

被 保 険 者 証 は 、 縦
54mm、横86mmの紙製
で、裏面にラミネート
（透明の保護フィルム）
加工がされています。
色は白地に紫色の模様が入っています。

75歳以上の方全員及び一定の障害
があると認められた65歳以上の方が対象となりま
す。現在加入している国保や社保などの健康保険
を脱退し、「後期高齢者医療制度」に加入します。

新制度の対象者

被保険者証の様式

4月1日以降は必ずこの被保
険者証を提示してください。（これまでは被保険
者証と医療受給者証を提示していましたが、4月
1日からはこの被保険者証だけを提示します。）被
保険者証に一部負担金の割合（1割または3割）
が記載されています。

現在、老人保健医療受
給者証をお持ちの方については、新しい被保険者
証を3月下旬ごろに市役所から配達記録郵便で送
付します。送付する被保険者証の有効期限は、す
べての方が平成20年7月31日までとなっていま
す。

※3月中に被保険者証が届かない場合は、お問い合
わせください。

Y保険年金課（182-3672）

被保険者証の交付方法･時期

医療機関にかかるとき
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秘書広報課
企 画 課
人　事　課
総　務　課
危機管理室
管 財 課
財 政 課
行政改革推進室
税 務 課
収 納 課
情報システム課
市 民 課
保険年金課

82-3912
82-1362 
82-1303
82-1302 
82-1304
82-3632 
82-1305
82-3643
82-1306 
82-1352 
82-2121
82-2143 
82-3672

人権施策課
環境対策課
健康増進課
厚生保護課
福 祉 課
長寿介護課
農 林 課
商工観光課
地籍調査課
都市計画課
公 園 課
下 水 道 課
建 設 課

82-2147 
82-2202 
82-3692 
82-2221 
82-2236 
82-3675 
82-3679 
82-2457 
82-5608 
82-5624 
82-3674 
82-5627
82-5638

営 繕 課
監 理 課
出 納 室
議会事務局
農業委員会

宇陀市教育委員会
教育総務課
学校教育課
生涯学習課
人権教育室

宇陀市水道局

82-5642 
82-5658
82-5673 
82-5771 
82-5781

84-2522 
84-3471 
84-3472 
84-3473 
84-3474

82-2185

■ダイヤルイン番号
大宇陀地域事務所宇陀市役所

菟田野地域事務所

榛原地域事務所

室生地域事務所

83-2251

84-2521

82-1301

92-2001

地 域 振 興 課 82-5864

■広報うだ設置場所
◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館
　（火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター
　（第１・２・４日曜日、祝日）
◎菟田野分館（月曜日、祝日）

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（月曜日・祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎たかぎふるさと館　
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日)
◎榛原保健センター（土・日曜日、祝日）
◎ふれｉギャラリー（火曜日)

◎室生ぬく森の郷（土・日曜日、祝日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
◎各地域事務所
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。
　農林会館は、改修工事のため休館しています。
  
　　　　　　※（　）内は休館日です。

◆表紙「うだ」の字は、前田市長の自筆です。

・他機関との照合確認が必要な業務などは、平日と同様にお取り扱いできない場合があります。
・転入・転出などの住民異動届・戸籍の届出、国民健康保険の届出、介護保険の届出および各種証明
書の発行にあたっては、本人確認のできる書類などをお持ちください。
・電話によるお問い合わせは、できるだけ平日にお願いします。

利用いただける時間 午前8時30分～正午
日曜窓口開設場所 市役所（地域事務所では日曜開庁は行いません）

転入や転出手続きで平日に来庁できない方は、ご利用ください。
※学校教育課の窓口は市役所で開設します。

担当課

市民課
（182‐2143）

保険年金課
（182‐3672）

税務課
（182‐1306）

収納課
（182‐1352）

取り扱いできる内容 担当課 取り扱いできる内容

・住民票の写しの発行
・転入・転出・転居などの住民異動
・印鑑登録・印鑑登録証明の発行
・戸籍届出・戸籍関係証明の発行

・国民健康保険：転入・転出・転居
　手続き
・老人保健・後期高齢者医療制度：
　転入・転出・転居手続き
・福祉医療：転入・転出・転居手続き
・国民年金：転出・転居手続き

・税証明の発行
・転入・転出・転居に伴う税相談

・税証明の発行
・転入・転出・転居に伴う税相談
・市税・国民健康保険税の納付

環境対策課
（182‐2202）

下水道課
（182‐5627）

学校教育課
（184‐3472）

・転入・転居に伴う生活ごみ
　関係について

・転入・転居に伴う下水道使用
　開始手続き

・転入・転出・転居に伴う入学
　手続きの相談

福祉課
（182‐2236）

・介護保険等　転入・転出・転
　居手続き
・介護保険料の納付

・転入・転出・転居に伴う児童手
当の手続き

長寿介護課
（182‐3675）

お願い！

◆3月30日・4月6日の日曜日に一部の窓口を開設します◆
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